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成都方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形












者では “I類。高降・ Ⅱ類",後者では “LS(2)・LS(3)。LS(1)''と呼ばれている一は,歴史的にこの
順でストレスの左移動を生じた結果で,
ストレス左移動の順 ① ② ③
後字のタイプ “rlght spreadュng" “高降" “既定値"保存
前字調類 単字調値 I類=LS(2) 高降=LS(3) Ⅱ類=LS(1)
陰平 214 214+5 214+41 214+1
陽平 24 21+5 21+41 24+1
入声 24 21+5 21+41 44+1
去声 45 44+5 44+41 45+1
上声 41+1 44+1
①は軽声の “既定値"(“低"という “声域特性")まで失われてしまった “nght spreading''(前字
上声を除く),②は“上声 (41)"という特定の声調の声調特性を獲得した“secondav tone",③は“既
定値"のみ保存している, と考えている。




地点 前字調類 単字調値 音節語調値
合肥 陰平 21 21+23
蘭州 陽平 51 51+24
樋口 (2004b)では,更に,「昆明。陰平」,「昆明・陽平」,「昆明。上」および「昆明・去」の後字軽
声のような, “中平"タイプを認めた。
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
昆 明 陰平 33 33+33
昆明 陽平 31 31+33
昆明 上 53 53+33





























お 些 些楼 別或夏数,鈎 鈎 制 ,瓜 瓜 隣 ―,林 林 角落。
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調類 調値 後軽a(後字44) 後軽b(後字21) 後軽d(後字31) 後重
① 35 35+44
② 31 44+44 44+31
③ 553 55+21
④ 213 213+44
3.接尾辞 “共''(単字 31)は,前字①では「後軽 a」 (後字 44)に属 し,前字③では「後軽 b」 (後
字 21)に属すが,前字②では「後軽 a」 (後字44)に属すもの 1例
優共
と「後軽 d」 (乃至「後重」, 後字 31)に属すもの1例
前共
とに分かれ,前字④では「後軽 a」 (後字 44)に属すもの3例
上共,下共,タト共外面






調類 調値 後軽a(後字44) 後軽b(後字21) 後軽d(後字31) 後重
① 35 35+44
② 31 44+44 44+31
③ 553 55+21
④ 213 213+44 213+31
4.接尾辞 “子"(単字553)は,前字① o③では「後軽 b」 (後字21)に,前字②では「後軽 d」 (後
字31)に,前字④では「後重」に,それぞれ属す。
前字














































































.2+0(後重)“1年 _油 |" 1■l cr213] 31‐44■31・44]・2・a(後軽a)“皮皮果ば'
成都方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形
単字③ “占" ・3+●(後重)“起凩副ス''[t91553‐ぉり35]
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spreading''タイプ, “高降(High Ealling)''タイプ,“低昇(IЮw Lsing)''タイプ,“中平(Mid Level)''









単字 前字 後/前 単 後
(lI〕|■①
後重 4










345    昇 335    昇 1 421    降 0.7 55 55 : 31
35 35 : 31
C+③
後重 3







































































































































451   降 344 541 1.34 53
▲










































323   降昇 223   降昇 431   降 0.89 13










323   降昇 213   降昇 1 441   高降 0.73 13 13 1 53









323   降昇 222  降昇 : 313  降昇 1.95 13 : 13








323   降昇 212   降昇 : 333   中平 1.05 13 13 : 55


















213 213 : 22
成都方言における単字調および “軽声"を伴う ‐培・節語の調形
前字②および③は,単字調として現われる調素が後字軽声の前で変調している。










成都方言における後字 “軽声"の各形式は,「後軽 a」 (後字44)以外の,相互に近似した調値を有
する3形式―「後軽 b」 (後字 21)。「後軽 c」 (後字 22)。「後軽 d」 (後字31)一が合流し,Lタイプ
である「後軽 a」 (後字44)に対立する一つのDタイプとしてのカテゴリー を形成しつつある,途中
の段階を反映しているのではなかろうか。
注
(1)扱った13種は以下の如くである:北京 。吟爾浜・合肥・済南・蘭州 。南京 。青島・天津・烏魯木斉・武漢・西安・
銀川・鄭州。
(2)記述資料 (崖1997)では “軽声"とはしていないが, 1音節語の前字が決まると,その後字が,元の声調に関わら
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ず中和されて,同一の調値を取るものを,本稿では軽声として扱う。
(3)音声データとしては「現代渓悟方言音岸」(侯精一主編, 上海教育出版社)『音枯』付属カセットテープの音声を,
また,音声分析ソフトとしては「音声録聞見 br Wmdows」(東京大学医学部音声言語研究施設,デイテル株式会社)
を,それぞれ用いた。
(4)石(1988:101)参照。「前字単字凋和絡声悟音t司不直接友生美系的,如北京上声和 “老虎"[35+2]炎軽声悟音洞、
安庚人声和経声悟音洞,スリ只考慮其交凋凋値眼経声后字在音高上的美系,不追究其本凋和変凋之同的演変辻程,所以,
北京 “老虎"速祥的経声活音i司就可以旧人旧平升共的楚声悟音t司来遊行t寸ぬ。」
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